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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

成瀬寛斎起案者
公園緑地課課

街路樹木管理事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
2 公園・緑地
9 上記施策以外の施策
9 上記施策以外の施策

総合計画体系

一般会計

40-20-15

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

全部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

委託方式により、街路樹の適正かつ円滑な維持管理をしています。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

良好な生活環境になる

～になる

沿線や地域住民が

【～H23】防除工（薬剤散布）において、予防散布から駆除散布に変更し回数の軽減、並びに環境への影響を軽
減しました。また、これに伴い沿線住民へ薬剤散布の負担軽減を図りました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 4,410

 0

 71,017

 0

 0

 0

 0

 71,017

 75,427

（実績）

平成24年度

 0

 4,410

 0

 63,919

 0

 0

 0

 0

 63,919

 68,329

（実績）

平成25年度

 0 0

 5,040 5,040

 0 0

 79,563 79,747

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 79,563 79,747

 84,603 84,787

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 5,670

 0

 89,487

 0

 0

 0

 0

 89,487

 95,157

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.70) (0.70) (0.80)(0.80) (0.90)

1



３ 各活動にかかるコスト

管理延長(ｋｍ)

街路樹木管理委託活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 1,587.94活動にかかるコスト

 75,427活動の総事業費

 48.00実績

 48.00見込

平成24年度年度

 1,438.51

 68,329

 48.00

 48.00

平成25年度

 1,781.12

 84,603

 48.00

 48.00

平成26年度

 48.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

事故件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 未達成達成状況

 1.00実績

 0.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 0.00

 0.00

達成 未達成

 1.00

 0.00

平成26年度

 0.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
民間委託により剪定や除草等を行い、道路交通の安全の確保及び緑地の保全に役立ちました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

倒木や枯枝の落下等による事故を未然に防ぎ、街路樹管理業務を積極的に実施したためコストが増加する要因となりまし
た。

街路樹の適正な管理により緑地の保全ができ、市内道路の雑草やゴミが減り、環境が良好になりました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

剪定や防除など、業務内容の検討を行ないながら、安全な樹木管理に努めていきます。
樹木管理を徹底し事故が発生しないよう、日頃から危険意識を持った管理に努めます。

８ 方向性

適切な緑化保全及び交通の安全確保を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

古庄朋子起案者
公園緑地課課

街路樹愛護会事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
1 緑と景観
2 緑の啓発
2 緑を守る団体への支援

総合計画体系

一般会計

40-20-15

安城市環境基本計画

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

昭和56年度

委託先

安城市街路樹愛護会要綱

期 間終 了34年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

都市の環境美化を図り、あわせて街路樹愛護の精神の高揚を図る団体に対し、行政として支援を行います。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

市内の緑地の保全等に積極的に参加する
ようになる

～になる

愛護会の参加者が

地元町内会にとらわれず、ボランティア団体や周辺住民の方への声掛けも行い、愛護会の設立に取り組みまし
た。
剪定を手掛ける愛護会の検討を行い、H25年度からの緑道愛護会設立の取り組みを行いました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 2,520

 0

 5,759

 0

 0

 0

 0

 5,759

 8,279

（実績）

平成24年度

 0

 2,520

 0

 6,124

 0

 0

 0

 0

 6,124

 8,644

（実績）

平成25年度

 0 0

 2,520 2,520

 0 0

 6,353 8,065

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 6,353 8,065

 8,873 10,585

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 1,260

 0

 8,065

 0

 0

 0

 0

 8,065

 9,325

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.40) (0.40) (0.40)(0.40) (0.20)

1



３ 各活動にかかるコスト

登録団体数(件)

街路樹愛護会の活動奨励活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 156.21活動にかかるコスト

 8,279活動の総事業費

 53.00実績

 54.00見込

平成24年度年度

 157.16

 8,644

 55.00

 55.00

平成25年度

 164.31

 8,873

 54.00

 57.00

平成26年度

 54.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

団体登録件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 未達成達成状況

 53.00実績

 54.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 55.00

 55.00

達成 未達成

 54.00

 57.00

平成26年度

 54.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
愛護会参加者を中心に地域住民の環境美化意識が向上し、街路樹に対する愛着が増しました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

剪定を手掛ける愛護会に対して報償金の見直しを行なったため、コストが増加することとなりました。

愛護会メンバーの高齢化で活動を継続することが困難となった愛護会があり、団体数が減少しました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

新たな愛護会設立のため積極的に地域団体に働きかけるように努めるとともに、ボランティア団体にも働きかけ、より多くの設
立を目指します。また、低木剪定や除草を完全に愛護会活動に任せる緑道愛護会の設立を積極的に行います。

８ 方向性

地域住民と協働して街路樹の環境美化を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

古庄朋子起案者
公園緑地課課

樹林・樹木保全事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
1 緑と景観
3 緑の保全
1 樹林・樹木の保全

総合計画体系

一般会計

40-20-15

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

昭和61年度

委託先

安城市緑化条例

期 間終 了29年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

保護樹木や樹林保全地区の緑の保護を図ります。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

緑の保全をすることで、緑あふれる自
然と調和した生活環境になる

～になる

市民が

【H23】本年度より松くい虫の樹幹注入剤の効能期間が３年から５年となった。23年度施工した分から５年
後の施工が可能となります。
【H26】保護樹木や保全地区の確認作業を実施しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 1,890

 924

 3,389

 924

 0

 0

 0

 4,313

 6,203

（実績）

平成24年度

 0

 1,890

 0

 3,909

 0

 0

 0

 0

 3,909

 5,799

（実績）

平成25年度

 0 0

 1,890 1,890

 0 360

 5,533 8,106

 0 360

 0 0

 0 0

 0 0

 5,533 8,466

 7,423 10,356

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 1,890

 0

 7,054

 0

 0

 0

 0

 7,054

 8,944

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.30) (0.30) (0.30)(0.30) (0.30)

1



３ 各活動にかかるコスト

保全地区面積(㎡)

樹林・樹木の保全

保護樹木本数(本)

樹林・樹木の保全活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 0.02活動にかかるコスト

 2,044活動の総事業費

 109,845.00実績

 110,256.00見込

 12.05活動にかかるコスト

 1,193活動の総事業費

 99.00実績

 104.00見込

平成24年度年度

 0.02

 2,040

 109,429.00

 109,845.00

 12.20

 1,183

 97.00

 99.00

平成25年度

 0.02

 2,120

 117,408.00

 109,429.00

 12.05

 1,193

 99.00

 97.00

平成26年度

 117,408.00

 99.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

松くい虫被害木自主駆除申請件数(件)

目標成果指標値

樹林保全面積(㎡)
成
果
２

成
果
１

未達成

 109,845.00

 110,256.00

目標達成年度 未達成達成状況

 10.00実績

 25.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 25.00

 8.00

未達成

 109,845.00

 109,429.00

未達成 達成

 117,408.00

 109,429.00

未達成

 5.00

 25.00

平成26年度

 117,408.00

 25.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
樹木、樹林地の保全が図れ、民有地における緑化保全への意識が向上しました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

 保護樹木及び保全地区を守る費用で、数量の増減に影響なく前年同様のコストとなりました。

市内で保護樹木及び保全地区にふさわしいものを新たに指定したため数量が増加しました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

市として樹木の保全に努めるため、保護樹木や保全地区の定期的の確認作業を継続して実施します。また、新たな保護樹木、保
全地区の指定に取り組みます。

８ 方向性

民有地の緑化保全を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

古庄朋子起案者
公園緑地課課

花とみどりの普及事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
1 緑と景観
1 緑化の推進
1 市民との協働による緑化推進

総合計画体系

一般会計

40-20-15

安城市環境基本計画

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

昭和55年度

委託先

期 間終 了35年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

生垣等設置奨励補助金、花壇コンクール・緑のカーテンコンテストの実施、あいち森とみどり事業の実施で民
有地の緑化推進を図ります。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

潤いがある住み良い生活環境で生活でき
る

～になる

市民が

【23年度】
春季の花に対応するため、コンクールの実施時期（5月～）を早め、より多くの市民の花壇を紹介しています。
【24年度】
春季の花に対応するため、花壇コンクールを（4/1～）の開催としました。また、今年度よりオープンガーデン
のコンテストも実施しました。
【26年度】
花壇コンクール、オープンガーデンコンテスト、緑のカーテンコンテストをエコネットと協同で開催すること
ができました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 2,520

 0

 1,834

 0

 0

 3,347

 0

 5,181

 7,701

（実績）

平成24年度

 0

 2,520

 0

 1,040

 0

 0

 9,801

 0

 10,841

 13,361

（実績）

平成25年度

 0 0

 1,890 1,890

 0 0

 1,669 2,445

 0 0

 0 0

 19,675 16,000

 0 0

 21,344 18,445

 23,234 20,335

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 1,890

 0

 2,415

 0

 0

 26,500

 0

 28,915

 30,805

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.40) (0.40) (0.30)(0.30) (0.30)

1



３ 各活動にかかるコスト

民有地緑化助成件数(件)

都市緑化推進事業補助

補助件数(件)

生垣等設置奨励補助活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 1,309.25活動にかかるコスト

 5,237活動の総事業費

 4.00実績

 2.00見込

 211.50活動にかかるコスト

 846活動の総事業費

 4.00実績

 14.00見込

平成24年度年度

 2,765.25

 11,061

 4.00

 2.00

 638.00

 638

 1.00

 14.00

平成25年度

 2,945.71

 20,620

 7.00

 2.00

 270.75

 1,083

 4.00

 14.00

平成26年度

 2.00

 14.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

花壇コンクール参加により、民有地の緑化が促進され
る(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 62.00実績

 50.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 60.00

 67.00

達成 未達成

 42.00

 70.00

平成26年度

 50.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
生垣設置の推進により、災害時のブロック塀倒壊による被害防止を図ることができます。
花壇コンクール、緑のカーテンコンテスト、オープンガーデンコンテストにより、民有地緑化の啓蒙が図れます。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

生垣等設置申請と大規模な民有地緑化助成とも増加し、緑化推進を図ることができました。

コンテストへの参加者数は減少したが、新たな緑化の啓蒙が図られ民有地の緑化推進を図ることができました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

花壇コンクール、生垣設置や駐車場緑化への一層の啓発を行い、緑化推進に努めます。

８ 方向性

民有地の緑化推進を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

尾崎健司起案者
公園緑地課課

緑のネットワーク事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
1 緑と景観
3 緑の保全
3 緑のネットワークの形成

総合計画体系

一般会計

40-20-15

安城市環境基本計画

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

全部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

フラワ－ロ－ドや明治緑道の円滑な管理や環境美化を推進します。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

良好な生活環境になる

～になる

沿線や地域住民が

【～Ｈ23】防除工（薬剤散布）において、予防散布から駆除散布に変更し、回数の軽減をしました。並びに環
境への影響の軽減をしました。あわせて、沿線住民への負担軽減を図りました。
【Ｈ24】草刈業務を発注するなど、シルバー人材センターへの業務を拡大しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 4,410

 0

 95,129

 0

 0

 21,000

 0

 116,129

 120,539

（実績）

平成24年度

 0

 4,410

 0

 70,814

 0

 0

 21,000

 0

 91,814

 96,224

（実績）

平成25年度

 0 0

 5,040 5,040

 0 0

 105,471 107,501

 0 0

 0 0

 21,000 21,000

 0 0

 126,471 128,501

 131,511 133,541

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 6,300

 0

 121,459

 0

 0

 21,600

 0

 143,059

 149,359

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.70) (0.70) (0.80)(0.80) (1.00)

1



３ 各活動にかかるコスト

管理延長(ｍ)

街路樹等管理業務活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 4.10活動にかかるコスト

 120,539活動の総事業費

 29,420.00実績

 29,420.00見込

平成24年度年度

 3.22

 96,224

 29,850.00

 30,270.00

平成25年度

 4.34

 131,511

 30,270.00

 30,270.00

平成26年度

 31,320.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

ネットワークのみどりを守る団体の登録件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１

平成31年度目標達成年度 達成達成状況

 24.00実績

 24.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 25.00

 24.00

未達成 未達成

 24.00

 26.00

平成26年度

 27.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
利用者に緑ある安らぎ空間を提供し、憩いの場、交流の場となります。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

シルバー人材センターへの草刈業務を拡大したことで、コスト縮減を図ることができました。

緑のネットワークのみどりを守る団体数が増え、市民協働の取組みが推進できました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

市民参加型の維持管理を目指すため、積極的に地域団体に設立を働きかけるとともに、ボランティア団体にも声掛けし、愛護会
設立の促進を図ります。また、低木の剪定を行う新たな愛護会（緑道愛護会）の積極的な設立に努めます。
緑のネットワークの一層の充実を図るため、効率的な街路樹維持管理に努めます。

８ 方向性

緑のネットワークの形成や環境美化を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2






